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10-6 水質汚濁 

10-6-1 発電所の稼働に伴う水質への影響 

(1) 調査結果 

1) 既存資料調査 

① 公共用水域の水質 

水質の環境基準及び計画地周辺における公共用水域の水質調査結果は、「4-1-4 

水質汚濁」に記載したとおりである。 

計画地に隣接して流れる笹子川及び近隣の公共用水域における平成 23 年度の水

質調査結果は、表 10-6-1(1)～(2)に示すとおりであり、測定された生活環境項目に

ついて、水素イオン濃度（pH）、生物化学的酸素要求量（BOD）、浮遊物質量（SS）、

溶存酸素量（DO）については環境基準値以下の値となっている。大腸菌群数につい

ては、笹子川（藤沢橋上流）の 2月と真木川（初月橋上流）の 2月を除いて、基準

値より高い値を示していた。 

 

         表 10-6-1(1) 平成 23年度公共用水域水質調査結果（環境基準点） 

水域名 地点名 
類 

型 

水生 

生物 pH 
BOD SS DO 大腸菌群数 全亜鉛 ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 

類型 mg/l mg/l mg/l MPN/100ml mg/l mg/l 

笹子川 西方寺橋 A 
生物

A 

7.6～

8.1 
0.8 2 10 9,500 0.001 未測定 

備考) 1．数値は年平均 

   2．BODは日間平均値の年間の 75％値 

   3. pHは最小値～最大値 

出典：「やまなしの環境 2012」(山梨県大気水質保全課 平成 24年版) 

山梨県ホームページ（平成 23年度公共用水域水質測定結果） 

 
 

       表 10-6-1(2) 平成 23年度公共用水域水質調査結果（環境基準点以外の地点） 

出典：大月市役所環境課 

水域名 地点名等 
pH BOD SS DO 大腸菌群数 

－ mg/l mg/l mg/l MPN/100ml 

笹子川 
藤沢橋上流 

（富士見沢橋） 

8月 7.6 <0.5 6 9 17,000 

2月 7.2 <0.5 <1 12.6 790 

真木川 初月橋上流 
8月 7.6 <0.5 19 9.2 24,000 

2月 7.3 0.9 1 13.4 700 

桂川合流 大月橋下 
8月 7.8 0.6 4 9.9 35,000 

2月 7.7 0.8 2 11.7 1,100 

葛野川 桂川合流手前 
8月 7.4 0.5 8 8.9 33,000 

2月 7.4 0.5 5 12.6 1,100 

桂川 下畑橋下流 
8月 7.7 0.5 7 9.1 28,000 

2月 7.5 0.5 2 12.6 1,300 

 



10-6-2 

2) 現地調査 

① 現地調査期日 

調査期日は表 10-6-2に示すとおりである。 

 

表 10-6-2 水質の現地調査期日 

 

 

 

 

 

 

② 水質の状況 

調査地点は、「9-6 水質汚濁」の図 9-6-1～2 に、調査結果は、表 10-6-3(1)～

(6)に示すとおりである。大腸菌群数が地点 A3の夏・秋・春季の他、A4と A5及び

A6 の夏・秋季において環境基準値より高い値を示していた。それ以外の項目につ

いては、すべての地点で環境基準値以下の値となっていた。 

 

調査項目 調査期日

公共用水域水質

平成24年8月4日～5日（夏季）
平成24年10月24日（秋季）
平成25年1月25日（冬季）
平成25年4月17日（春季）



10-6-3 

調査地点：A1(A沢)

(現場測定項目・生活環境項目・その他)

 平成24年  平成24年  平成25年  平成25年 環境基準

      8月5日     10月24日      1月25日      4月17日 (A類型/生物A*)

採水時間 － 9:45 10:00 13:20 11:40 － －

天　候 － 晴れ 晴れ 晴れ 曇り － －

気　温 ℃     23.6      9.1      2.2     20.0 － －

水　温 ℃     17.8     11.4      3.0      9.7 － －

透視度 度    >50    >50    >50    >50 － －

流　量 m³/s      0.0033      0.0008      0.0005      0.0010 － －

電気伝導率(EC) mS/m     15     12     13     14 － －

水素イオン濃度(pH) －      7.7      7.4      7.4      7.6 6.5～8.5 －

生物化学的酸素要求量(BOD) mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1      2 以下     1

化学的酸素要求量(COD) mg/l      1.0      2.4      1.1      1.4 －     1

浮遊物質量(SS) mg/l    < 1      1.8    < 1      1.1      25 以下     1

溶存酸素(DO) mg/l      8.4      9.9     12     10      7.5以上     1

ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1 －     1

大腸菌群数 MPN/100ml    920    310     32     12     1000 以下     2

全窒素 mg/l      0.6      1.0      0.5      0.9 －     0.1

全リン mg/l    < 0.01      0.01    < 0.01    < 0.01 －     0.01

全亜鉛 mg/l    < 0.01      0.01    < 0.01    < 0.01     0.03 以下 *     0.01

ノニルフェノール mg/l    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001     0.001 以下 *     0.0001

(健康項目)

カドミウム mg/l    < 0.001 － － －     0.003 以下     0.001

全シアン mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.01

鉛 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

六価クロム mg/l    < 0.01 － － －     0.05以下     0.01

砒　素 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

総水銀 mg/l    < 0.0005 － － －     0.0005 以下     0.0005

アルキル水銀 mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

PCB(ポリ塩化ビフェニル) mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

ジクロロメタン mg/l    < 0.001 － － －     0.02 以下     0.001

四塩化炭素 mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

1,2-ジクロロエタン mg/l    < 0.0004 － － －     0.004 以下     0.0004

1,1-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.1 以下     0.001

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.04 以下     0.001

1,1,1-トリクロロエタン mg/l    < 0.001 － － －     1 以下     0.001

1,1,2-トリクロロエタン mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

トリクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.03 以下     0.001

テトラクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

1,3-ジクロロプロペン mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

チウラム mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

シマジン mg/l    < 0.0003 － － －     0.003 以下     0.0003

チオベンカルブ mg/l    < 0.002 － － －     0.02 以下     0.002

ベンゼン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

セレン mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

硝酸性窒素 mg/l      0.6 － － － 合計で     0.1

亜硝酸性窒素 mg/l    < 0.02 － － － 10 以下     0.02

フッ素 mg/l    < 0.1 － － －     0.8 以下     0.1

ホウ素 mg/l    < 0.1 － － －     1 以下     0.1

1.4-ジオキサン mg/l    < 0.005 － － －     0.05 以下     0.005

定量下限調査項目 単位

表 10-6-3(1) 水質現地調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10-6-4 

調査地点：A2(B沢)

(現場測定項目・生活環境項目・その他)

 平成24年  平成24年  平成25年  平成25年 環境基準

      8月5日     10月24日      1月25日      4月17日 (A類型/生物A*)

採水時間 － 10:50 10:35 14:15 12:05 － －

天　候 － 晴れ 晴れ 晴れ 曇り － －

気　温 ℃     23.2      10.0      2.9     20.8 － －

水　温 ℃     17.8     11.4      3.2      9.8 － －

透視度 度    >50    >50    >50    >50 － －

流　量 m³/s      0.0021      0.0012      0.0001      0.0013 － －

電気伝導率(EC) mS/m     15     13     14     14 － －

水素イオン濃度(pH) －      7.7      7.7      7.7      7.8 6.5～8.5 －

生物化学的酸素要求量(BOD) mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1      2 以下     1

化学的酸素要求量(COD) mg/l      1.2      1.7      1.0      1.4 －     1

浮遊物質量(SS) mg/l    < 1      1.2    < 1      2.1      25 以下     1

溶存酸素(DO) mg/l      9.0      9.7     12     10      7.5以上     1

ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1 －     1

大腸菌群数 MPN/100ml    820    770    130     43     1000 以下     2

全窒素 mg/l      1.2      1.7      1.1      1.6 －     0.1

全リン mg/l    < 0.01    < 0.01    < 0.01    < 0.01 －     0.01

全亜鉛 mg/l    < 0.01      0.01    < 0.01    < 0.01     0.03 以下 *     0.01

ノニルフェノール mg/l    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001     0.001 以下 *     0.0001

(健康項目)

カドミウム mg/l    < 0.001 － － －     0.003 以下     0.001

全シアン mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.01

鉛 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

六価クロム mg/l    < 0.01 － － －     0.05以下     0.01

砒　素 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

総水銀 mg/l    < 0.0005 － － －     0.0005 以下     0.0005

アルキル水銀 mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

PCB(ポリ塩化ビフェニル) mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

ジクロロメタン mg/l    < 0.001 － － －     0.02 以下     0.001

四塩化炭素 mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

1,2-ジクロロエタン mg/l    < 0.0004 － － －     0.004 以下     0.0004

1,1-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.1 以下     0.001

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.04 以下     0.001

1,1,1-トリクロロエタン mg/l    < 0.001 － － －     1 以下     0.001

1,1,2-トリクロロエタン mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

トリクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.03 以下     0.001

テトラクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

1,3-ジクロロプロペン mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

チウラム mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

シマジン mg/l    < 0.0003 － － －     0.003 以下     0.0003

チオベンカルブ mg/l    < 0.002 － － －     0.02 以下     0.002

ベンゼン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

セレン mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

硝酸性窒素 mg/l      1.2 － － － 合計で     0.1

亜硝酸性窒素 mg/l    < 0.02 － － － 10 以下     0.02

フッ素 mg/l    < 0.1 － － －     0.8 以下     0.1

ホウ素 mg/l    < 0.1 － － －     1 以下     0.1

1.4-ジオキサン mg/l    < 0.005 － － －     0.05 以下     0.005

調査項目 単位 定量下限

表 10-6-3(2) 水質現地調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10-6-5 

調査地点：A3(笹子川/船橋沢合流後)

(現場測定項目・生活環境項目・その他)

 平成24年  平成24年  平成25年  平成25年 環境基準

　　　8月4日 　　10月24日      1月25日      4月17日 (A類型/生物A*)

採水時間 － 11:25 11:30 11:40 10:58 － －

天　候 － 晴れ 晴れ 晴れ 曇り － －

気　温 ℃     26.3     13.0      4.7     22.9 － －

水　温 ℃     19.4     13.0      5.6     12.1 － －

透視度 度    >50    >50    >50    >50 － －

流　量 m³/s      0.3088      0.2794      0.1533      0.3765 － －

電気伝導率(EC) mS/m     10      8.0      9.3      8.1 － －

水素イオン濃度(pH) －      7.6      7.5      7.7      7.7 6.5～8.5 －

生物化学的酸素要求量(BOD) mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1      2 以下     1

化学的酸素要求量(COD) mg/l    < 1    < 1      1.2      1.3 －     1

浮遊物質量(SS) mg/l    < 1    < 1    < 1      1.0      25 以下     1

溶存酸素(DO) mg/l      8.4      9.6     12      9.8      7.5以上     1

ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1 －     1

大腸菌群数 MPN/100ml   4600   1900    910   2200     1000 以下     2

全窒素 mg/l      0.6      0.8      0.8      0.9 －     0.1

全リン mg/l    < 0.01    < 0.01      0.01    < 0.01 －     0.01

全亜鉛 mg/l    < 0.01      0.01    < 0.01    < 0.01     0.03 以下 *     0.01

ノニルフェノール mg/l    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001     0.001 以下 *     0.0001

(健康項目)

カドミウム mg/l    < 0.001 － － －     0.003 以下     0.001

全シアン mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.01

鉛 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

六価クロム mg/l    < 0.01 － － －     0.05以下     0.01

砒　素 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

総水銀 mg/l    < 0.0005 － － －     0.0005 以下     0.0005

アルキル水銀 mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

PCB(ポリ塩化ビフェニル) mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

ジクロロメタン mg/l    < 0.001 － － －     0.02 以下     0.001

四塩化炭素 mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

1,2-ジクロロエタン mg/l    < 0.0004 － － －     0.004 以下     0.0004

1,1-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.1 以下     0.001

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.04 以下     0.001

1,1,1-トリクロロエタン mg/l    < 0.001 － － －     1 以下     0.001

1,1,2-トリクロロエタン mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

トリクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.03 以下     0.001

テトラクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

1,3-ジクロロプロペン mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

チウラム mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

シマジン mg/l    < 0.0003 － － －     0.003 以下     0.0003

チオベンカルブ mg/l    < 0.002 － － －     0.02 以下     0.002

ベンゼン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

セレン mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

硝酸性窒素 mg/l      0.6 － － － 合計で     0.1

亜硝酸性窒素 mg/l    < 0.02 － － － 10 以下     0.02

フッ素 mg/l    < 0.1 － － －     0.8 以下     0.1

ホウ素 mg/l    < 0.1 － － －     1 以下     0.1

1.4-ジオキサン mg/l    < 0.005 － － －     0.05 以下     0.005

調査項目 単位 定量下限

表 10-6-3(3) 水質現地調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10-6-6 

調査地点：A4(笹子川/A沢合流点上流)

(現場測定項目・生活環境項目・その他)

 平成24年  平成24年  平成25年  平成25年 環境基準

　　　8月4日 　　10月24日      1月25日      4月17日 (A類型/生物A*)

採水時間 － 15:30 14:40 11:05 10:20 － －

天　候 － 晴れ 晴れ 晴れ 曇り － －

気　温 ℃     23.0     11.3      4.2     23.5 － －

水　温 ℃     21.4     13.7      5.3     12.5 － －

透視度 度    >50    >50    >50    >50 － －

流　量 m³/s      0.5033      0.4976      0.2877      0.5380 － －

電気伝導率(EC) mS/m     10      8.0      9.1      8.3 － －

水素イオン濃度(pH) －      7.8      7.7      8.0      7.8 6.5～8.5 －

生物化学的酸素要求量(BOD) mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1      2 以下     1

化学的酸素要求量(COD) mg/l    < 1    < 1      1.4      1.2 －     1

浮遊物質量(SS) mg/l    < 1    < 1    < 1      1.0      25 以下     1

溶存酸素(DO) mg/l      8.0      9.6     12     10      7.5以上     1

ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1 －     1

大腸菌群数 MPN/100ml   2300   1800    810    540     1000 以下     2

全窒素 mg/l      0.6      0.8      0.8      0.9 －     0.1

全リン mg/l      0.01    < 0.01    < 0.01    < 0.01 －     0.01

全亜鉛 mg/l    < 0.01    < 0.01    < 0.01    < 0.01     0.03 以下 *     0.01

ノニルフェノール mg/l    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001     0.001 以下 *     0.0001

(健康項目)

カドミウム mg/l    < 0.001 － － －     0.003 以下     0.001

全シアン mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.01

鉛 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

六価クロム mg/l    < 0.01 － － －     0.05以下     0.01

砒　素 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

総水銀 mg/l    < 0.0005 － － －     0.0005 以下     0.0005

アルキル水銀 mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

PCB(ポリ塩化ビフェニル) mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

ジクロロメタン mg/l    < 0.001 － － －     0.02 以下     0.001

四塩化炭素 mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

1,2-ジクロロエタン mg/l    < 0.0004 － － －     0.004 以下     0.0004

1,1-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.1 以下     0.001

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.04 以下     0.001

1,1,1-トリクロロエタン mg/l    < 0.001 － － －     1 以下     0.001

1,1,2-トリクロロエタン mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

トリクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.03 以下     0.001

テトラクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

1,3-ジクロロプロペン mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

チウラム mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

シマジン mg/l    < 0.0003 － － －     0.003 以下     0.0003

チオベンカルブ mg/l    < 0.002 － － －     0.02 以下     0.002

ベンゼン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

セレン mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

硝酸性窒素 mg/l      0.6 － － － 合計で     0.1

亜硝酸性窒素 mg/l    < 0.02 － － － 10 以下     0.02

フッ素 mg/l    < 0.1 － － －     0.8 以下     0.1

ホウ素 mg/l    < 0.1 － － －     1 以下     0.1

1.4-ジオキサン mg/l    < 0.005 － － －     0.05 以下     0.005

調査項目 単位 定量下限

表 10-6-3(4) 水質現地調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10-6-7 

調査地点：A5(笹子川/A沢合流点下流)

(現場測定項目・生活環境項目・その他)

 平成24年  平成24年  平成25年  平成25年 環境基準

　　　8月4日 　　10月24日      1月25日      4月17日 (A類型/生物A*)

採水時間 － 14:50 14:05 10:45 9:50 － －

天　候 － 晴れ 晴れ 晴れ 曇り － －

気　温 ℃     30.5     13.8      3.8     22.0 － －

水　温 ℃     21.4     14.1      5.1     12.0 － －

透視度 度    >50    >50    >50    >50 － －

流　量 m³/s      0.4470      0.4428      0.2490      0.6013 － －

電気伝導率(EC) mS/m     11      8.1      9.5      8.6 － －

水素イオン濃度(pH) －      7.8      7.7      8.0      7.8 6.5～8.5 －

生物化学的酸素要求量(BOD) mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1      2 以下     1

化学的酸素要求量(COD) mg/l    < 1      1.2      1.3      1.2 －     1

浮遊物質量(SS) mg/l    < 1    < 1    < 1      1.1      25 以下     1

溶存酸素(DO) mg/l      8.3      9.8     13     10      7.5以上     1

ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1 －     1

大腸菌群数 MPN/100ml   2800   2100    580    990     1000 以下     2

全窒素 mg/l      0.6      0.8      0.7      0.9 －     0.1

全リン mg/l      0.01    < 0.01    < 0.01    < 0.01 －     0.01

全亜鉛 mg/l    < 0.01    < 0.01    < 0.01    < 0.01     0.03 以下 *     0.01

ノニルフェノール mg/l    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001     0.001 以下 *     0.0001

(健康項目)

カドミウム mg/l    < 0.001 － － －     0.003 以下     0.001

全シアン mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.01

鉛 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

六価クロム mg/l    < 0.01 － － －     0.05以下     0.01

砒　素 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

総水銀 mg/l    < 0.0005 － － －     0.0005 以下     0.0005

アルキル水銀 mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

PCB(ポリ塩化ビフェニル) mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

ジクロロメタン mg/l    < 0.001 － － －     0.02 以下     0.001

四塩化炭素 mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

1,2-ジクロロエタン mg/l    < 0.0004 － － －     0.004 以下     0.0004

1,1-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.1 以下     0.001

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.04 以下     0.001

1,1,1-トリクロロエタン mg/l    < 0.001 － － －     1 以下     0.001

1,1,2-トリクロロエタン mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

トリクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.03 以下     0.001

テトラクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

1,3-ジクロロプロペン mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

チウラム mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

シマジン mg/l    < 0.0003 － － －     0.003 以下     0.0003

チオベンカルブ mg/l    < 0.002 － － －     0.02 以下     0.002

ベンゼン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

セレン mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

硝酸性窒素 mg/l      0.6 － － － 合計で     0.1

亜硝酸性窒素 mg/l    < 0.02 － － － 10 以下     0.02

フッ素 mg/l    < 0.1 － － －     0.8 以下     0.1

ホウ素 mg/l    < 0.1 － － －     1 以下     0.1

1.4-ジオキサン mg/l    < 0.005 － － －     0.05 以下     0.005

調査項目 単位 定量下限

表 10-6-3(5) 水質現地調査結果 
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調査地点：A6(笹子川/大鹿川合流前)

(現場測定項目・生活環境項目・その他)

 平成24年  平成24年  平成25年  平成25年 環境基準

　　　8月4日 　　10月24日      1月25日      4月17日 (A類型/生物A*)

採水時間 － 10:20 13:30 10:05 9:00 － －

天　候 － 曇り 晴れ 晴れ 曇り － －

気　温 ℃     26.4     11.5      2.5     21.9 － －

水　温 ℃     20.7     14.2      3.7     11.4 － －

透視度 度    >50    >50    >50    >50 － －

流　量 m³/s      0.6204      0.6509      0.3276      0.6009 － －

電気伝導率(EC) mS/m     11      8.4     11      8.5 － －

水素イオン濃度(pH) －      7.6      7.6      7.7      7.6 6.5～8.5 －

生物化学的酸素要求量(BOD) mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1      2 以下     1

化学的酸素要求量(COD) mg/l    < 1      1.2      1.1      1.2 －     1

浮遊物質量(SS) mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1      25 以下     1

溶存酸素(DO) mg/l      8.0      9.4     12     10      7.5以上     1

ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/l    < 1    < 1    < 1    < 1 －     1

大腸菌群数 MPN/100ml   2600   1700    960    990     1000 以下     2

全窒素 mg/l      0.7      0.8      0.7      0.9 －     0.1

全リン mg/l      0.02    < 0.01    < 0.01    < 0.01 －     0.01

全亜鉛 mg/l    < 0.01    < 0.01    < 0.01    < 0.01     0.03 以下 *     0.01

ノニルフェノール mg/l    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001    < 0.0001     0.001 以下 *     0.0001

(健康項目)

カドミウム mg/l    < 0.001 － － －     0.003 以下     0.001

全シアン mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.01

鉛 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

六価クロム mg/l    < 0.01 － － －     0.05以下     0.01

砒　素 mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

総水銀 mg/l    < 0.0005 － － －     0.0005 以下     0.0005

アルキル水銀 mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

PCB(ポリ塩化ビフェニル) mg/l 不検出 － － － 検出されないこと     0.0005

ジクロロメタン mg/l    < 0.001 － － －     0.02 以下     0.001

四塩化炭素 mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

1,2-ジクロロエタン mg/l    < 0.0004 － － －     0.004 以下     0.0004

1,1-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.1 以下     0.001

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.04 以下     0.001

1,1,1-トリクロロエタン mg/l    < 0.001 － － －     1 以下     0.001

1,1,2-トリクロロエタン mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

トリクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.03 以下     0.001

テトラクロロエチレン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

1,3-ジクロロプロペン mg/l    < 0.0002 － － －     0.002 以下     0.0002

チウラム mg/l    < 0.0006 － － －     0.006 以下     0.0006

シマジン mg/l    < 0.0003 － － －     0.003 以下     0.0003

チオベンカルブ mg/l    < 0.002 － － －     0.02 以下     0.002

ベンゼン mg/l    < 0.001 － － －     0.01 以下     0.001

セレン mg/l    < 0.005 － － －     0.01 以下     0.005

硝酸性窒素 mg/l      0.6 － － － 合計で     0.1

亜硝酸性窒素 mg/l    < 0.02 － － － 10 以下     0.02

フッ素 mg/l    < 0.1 － － －     0.8 以下     0.1

ホウ素 mg/l    < 0.1 － － －     1 以下     0.1

1.4-ジオキサン mg/l    < 0.005 － － －     0.05 以下     0.005

調査項目 単位 定量下限

表 10-6-3(6) 水質現地調査結果 
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(2) 予測及び評価の結果 

1) 予測項目 

予測項目は、公共用水域における以下の項目とする。 

水温、水素イオン濃度（pH）、生物化学的酸素要求量（BOD）、浮遊物質量（SS） 

 

2) 予測方法 

予測方法は、以下に示す完全混合式により予測地点における予測値を求めるものと

する。 

 

Ｃ＝（Ｃ０×Ｑ０＋Ｃ１×Ｑ１）／（Ｑ０＋Ｑ１） 

 

ここで、Ｃ：予測値[mg/l] （但し、水温の場合は[℃]） 

Ｃ０：合流先の水質[mg/l] （但し、水温の場合は[℃]） 

Ｃ１：排出水の水質[mg/l] （但し、水温の場合は[℃]） 

Ｑ０：合流先の流量[m3/s] 

Ｑ１：排出水の流量[m3/s] 

 

3) 予測地域・予測地点 

予測地域は、発電所からの排出水が笹子川に流入後のA5及び A6の地点とした。 

 

4) 予測対象時期 

発電所の稼働が定常状態（試運転後 3ヶ月目）となる時期とした。 

 

5) 予測条件 

① 排出水の水質及び水量 

発電所から排出される排水の水質及び水量は、事業計画に基づき表 10-6-4のとお

り設定した。 
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表 10-6-4 排水の水質及び水量 

項目 目標値 
基準値 

（水質汚濁防止法） 

基準値 

（上乗せ排水基準※） 

水温 20℃程度 ― ― 

ｐＨ 5.8～8.6 5.8～8.6 ― 

生物化学的酸素要求量（BOD） 25mg/ｌ以下 160mg/ｌ以下 30mg/ｌ以下 

浮遊物質量（SS） 50mg/ｌ以下 200mg/ｌ以下 50mg/ｌ以下 

排水量 28.8m3/日 ― ― 

※：山梨県生活環境の保全に関する条例第 20条関係特別規制基準 

 

② 笹子川の水質及び流量 

排出水の流入する笹子川の水質及び流量は、現地調査結果のうち流入点の下流側

にあたる A5と A6の流量とし、表 10-6-5(1)～(2)に示すとおり設定した。 

 

表 10-6-5(1) 笹子川（地点 A5）の水質及び流量 

季   節 水温 [℃] pH BOD[mg/l] SS [mg/l] 流量 [m3/sec] 

夏 21.4  7.8  1.0  1.0  0.4470  

秋 14.1  7.7  1.0  1.0  0.4428  

冬 5.1  8.0  1.0  1.0  0.2490  

春 12.0  7.8  1.0  1.1  0.6013  

※現地調査結果が定量下限未満の場合は、定量下限値を設定した。 

 

表 10-6-5(2) 笹子川（地点 A6）の水質及び流量 

季   節 水温 [℃] pH BOD[mg/l] SS [mg/l] 流量 [m3/sec] 

夏 20.7  7.6  1.0  1.0  0.6204  

秋 14.2  7.6  1.0  1.0  0.6509  

冬 3.7  7.7  1.0  1.0  0.3276  

春 11.4  7.6  1.0  1.0  0.6009  

※現地調査結果が定量下限未満の場合は、定量下限値を設定した。 

 

6) 予測結果 

予測条件に基づき完全混合式を用いて予測した結果は、表 10-6-6(1)～(2)に示すと

おりである。 
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表 10-6-6(1) 笹子川（地点 A5）における水質及び流量の予測結果 

季   節 水温 [℃] pH BOD[mg/l] SS [mg/l] 流量 [m3/sec] 

夏 21.4  7.8  1.0  1.0  0.4473  

秋 14.1  7.7  1.0  1.0  0.4431  

冬 5.1  8.0  1.0  1.1  0.2493  

春 12.0  7.8  1.0  1.1  0.6016  

 

表 10-6-6(2) 笹子川（地点 A6）における水質及び流量の予測結果 

季   節 水温 [℃] pH BOD[mg/l] SS [mg/l] 流量 [m3/sec] 

夏 20.7  7.6  1.0  1.0  0.6207  

秋 14.2  7.6  1.0  1.0  0.6512  

冬 3.7  7.7  1.0  1.0  0.3279  

春 11.4  7.6  1.0  1.0  0.6012  

 

7) 環境保全措置 

事業計画にあたっての環境保全措置は表 10-6-7に示すとおりである。発電所の稼働

に伴う水質については、表に示す環境保全措置を実施することによって影響は低減さ

れる。 

 

表 10-6-7 環境保全措置 

 

環境保全措置 環境保全措置の内容 効果 
効果の種類 

回避 低減 代償 

チラーでの水温管理 

チラーでの水温管理を行うこと

により、規定の温度（20℃程度）と

なるよう調整する。 

水温の管理 

 

◯ 

 

排水槽での中和・凝集沈殿処

理 

排水槽において塩酸及び苛性ソ

ーダを用いた中和処理を実施する

とともに、必要に応じて凝集沈殿処

理を行うことにより、放流水質を規

定の範囲内（pH5.8～8.6）にする。 

水素イオン濃度

（pH）の管理 
 ◯  

排水槽での浄化処理 

 計画地には下水道が整備されて

いないため、生活排水対策として排

水槽での浄化処理を行うことより、

生物化学的酸素要求量(BOD)及び浮

遊物質量(SS)の濃度を低減する。 

生物化学的酸素

要求量(BOD)及

び浮遊物質量

(SS)の濃度の低

減 

 ◯  

排水槽での流量調整 

排水の放流については、排水槽に

より流量調整を行い、最大 1.2 m3/

時の定量定期の放流をすることに

より、生物化学的酸素要求量(BOD)

及び浮遊物質量(SS)の集中的な発

生を低減する。 

生物化学的酸素

要求量(BOD)及

び浮遊物質量

(SS)の濃度の低

減 

 ◯  
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8) 評価方法 

① 回避・低減の観点 

評価の方法は、現況調査及び予測結果並びに環境保全措置の内容を踏まえ、発電

所の稼働に伴う水質への影響が事業者により実行可能な範囲で回避または低減され

るかどうかを明らかにした。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

環境基本法第 16条に基づく公共用水域の水質汚濁に関する環境基準（河川）との

比較を行い、整合が図られるかどうかを明らかにした。設定した基準・目標は、表

10-6-8 に示すとおりである。但し、水温については基準が定められていないため、

現況水温に大きな変化を与えないことを目標とした。 

 

表 10-6-8 発電所の稼働に伴う水質に係る整合を図るべき基準・目標等 

項     目 整合を図るべき基準・目標等 

発電所の稼働に伴う水質 

 

・水素イオン濃度（pH） 

・生物化学的酸素要求量(BOD) 

・浮遊物質量(SS) 

・水温 

 

水質汚濁に係る環境基準 

（生活環境の保全に関する環境基準：河川 A類型） 

・pH               6.5 ～ 8.5 

・生物化学的酸素要求量(BOD)   2 mg/l以下 

・浮遊物質量(SS)         25 mg/l以下 

 

・水温については、現況水温に大きな変化を与えないこと 

 

9) 評価結果 

① 回避・低減の観点 

発電所の稼働に伴う水質への影響については、環境保全措置を講じることにより、

周辺への影響の低減に努める。 

以上のことから、発電所の稼働に伴う水質への影響は、事業者により実行可能な

範囲内で低減される。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

発電所からの排水は、「水質汚濁防止法」及び山梨県条例に基づく排水基準以下に

することから基準との整合が図られる。 

また、排出水が流入した後の笹子川の水質予測値は、各季節を通じて環境基準値

以下であり、水温については、各季節の現況水温と同じ値となっていることから現

況水温に大きな変化は及ぼさない。 
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その他、水生生物の保全に関する環境基準項目としての全亜鉛とノニルフェノー

ルについては、本事業において一切発生しないことから抑制が配慮されている。 

以上のことから、環境保全に関する基準又は目標との間に整合が図られる。 
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西暦
(年)

平均降水量
(mm/日)

西暦
(年)

平均降水量
(mm/日)

1983 14.4 1998 16.4

1984 8.6 1999 14.1

1985 12.6 2000 12.2

1986 12.7 2001 14.6

1987 8.9 2002 13.6

1988 12.6 2003 13.4

1989 13.4 2004 16.6

1990 12.8 2005 10.9

1991 20.1 2006 11.3

1992 12.1 2007 13.5

1993 12.4 2008 14.7

1994 10.5 2009 11.3

1995 9.5 2010 11.9

1996 10.2 2011 18.6

1997 10.0 2012 11.5

平均 12.9

10-6-2 切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う降雨時の濁水の影響 

(1) 調査結果 

1) 既存資料調査 

① 降雨の状況 

 大月気象観測所の過去 30 年間における降雨時の一日あたりの平均降水量の推移

は、表 10-6-9に示すとおりである。 

 平均降水量は、年間合計降水量を年間降水日数で除した値とし、30年間における

平均は 12.9mm/日であった。 

 

表 10-6-9 降雨時の日降水量の推移（大月気象観測所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁ホームページ 平成 25年 11月 

 

2) 現地調査 

① 現地調査期日 

調査期日は表 10-6-10に示すとおりである。 

 

表 10-6-10 濁水の現地調査期日 

 

 

 

 

調査項目 調査期日

公共用水域水質

平成24年8月4日～5日（夏季）
平成24年10月24日（秋季）
平成25年1月25日（冬季）
平成25年4月17日（春季）
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切土工等又は既存の工作物の除去
工事に伴う降雨時の河川の浮遊物
質量

濁水流入前の現況の
河川(A6)における浮
遊物質量・流量

降雨時に計画地から発生する雨水流出量

降雨時に計画地から発生する濁質濃度・
濁水量

沈砂池等の濁水処理
施設による処理効果

降雨時に計画地から
発生する濁質

大月気象台における
降雨時の日降水量の
30年間平均値

完全混合式

発電所の敷地面積

② 濁水流入前の河川（公共用水域）の浮遊物質量（SS）及び流量の状況 

降雨時における河川の現地調査は危険を伴うため、非降雨時における河川の浮遊

物質量及び流量を調査対象とした。 

なお、河川の浮遊物質量及び流量は、降雨時より非降雨時の方が低いと考えられ

るため、工事中の濁水の流入による負荷の割合は非降雨時の方が大きくなる。 

すなわち、降雨時の濁質の増加影響を検討する場合には、より厳しい条件を設定

したことになる。 

対象とする公共用水域は、濁水が流入する地点の下流側にあたる A6の地点とした。

A6の調査地点は、「9-6 水質汚濁」の図 9-6-1～2に、濁水放流地点は、図 10-6-2

に示すとおりである。濁水流入前の浮遊物質量及び流量については、各季に行った

調査結果を使用することとし、表 10-6-3(6)に示したとおりである。 

 

(2) 予測及び評価の結果 

1) 予測項目 

予測項目は、切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う降雨時の河川の浮遊物質

量（SS）とする。 

 

2) 予測方法 

切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う降雨時の河川の浮遊物質量（SS）の予

測手順は、図 10-6-1に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-6-1 降雨時の濁水濃度の予測手順 
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図 10-6-2 濁水放流地点図 
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3) 予測地域・予測地点 

予測地域は、計画地からの濁水が笹子川に流入する場所から下流側にあたる A6の地

点とした。 

 

4) 予測対象時期 

予測対象時期は、工事期間中の降雨時とした。 

 

5) 予測条件 

① 濁水流入前の A6の浮遊物質量及び流量 

濁水流入前の A6の浮遊物質量及び流量は、表 10-6-11に示すとおりである。それ

ぞれの平均値として浮遊物質量 1.000 mg/l、流量 0.5500 m3/secとした。 

 

表 10-6-11 笹子川（地点 A6）の浮遊物質量及び流量 

季   節 SS [mg/l] 流量 [m3/sec] 

夏 1.0  0.6204  

秋 1.0  0.6509  

冬 1.0  0.3276  

春 1.0  0.6009  

平均値 1.000 0.5500 

※現地調査結果が定量下限未満の場合は、定量下限値を設定した。 

 

② 降水量 

降水量は、大月気象観測所における降雨時の一日あたりの平均降水量の 30 年間

平均値 12.9mm/日（0.5375mm/hr）とした。 

 

③ 降雨時に計画地から発生する雨水流出量 

雨水流出量は、「林地開発許可制度の手引き（山梨県）」にもとづき以下の合理式

で算出し、0.0029m3/sの結果を得た。なお、集水区域面積については、「1-2-3 事

業の規模」より、発電所の敷地面積 19,275m2（1.9275ha）とした。 

 

Ｑ＝1／360×ｆ×ｒ×Ａ 

 

Ｑ：雨水流出量（m3/s） 

ｆ：流出係数（裸地・浸透能小として 1.0とした） 

ｒ：設計雨量強度（mm/hr） 

Ａ：集水区域面積（ha） 
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④ 沈砂池における濁水の滞留時間 

沈砂池における濁水の滞留時間は、以下の式で算出し、26061秒（7.24時間）と

した。なお、計画地内に設置する仮設沈砂池の容量については、75m3とした。 

 

滞留時間（s）＝沈砂池容量（m3）／雨水流出量（m3/s） 

 

⑤ 降雨時に計画地から発生する濁水濃度 

濁質濃度は、計画地の土壌を用いて行った土壌沈降試験結果をもとにした以下の

式で算出し、16.52mg/lとした。 

 

ｙ＝42.045ｘ-0.472 

 

ｙ：濁質濃度（mg/l） 

ｘ：経過時間（hr） 

 

なお、土壌沈降試験結果は表10-6-12に、土壌沈降試験結果の経時変化は図10-6-3

に示すとおりである。 

 

表 10-6-12 土壌沈降試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

※初期濃度は 2,000mg/lとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過時間(hr) 濁質濃度(mg/l)

0.02 246

0.03 228

0.08 136

0.25 104

0.5 56

1 42

4 18

24 10
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図 10-6-3 土壌沈降試験結果の経時変化 

 

6) 予測結果 

予測条件を用いて算出した完全混合式にもとづき以下の式により算出した。A6の濁

水流入後の河川の浮遊物質量の予測結果は、表 10-6-13に示すとおりである。 

浮遊物質量の増加率は、8.08％であり、現況との変化はわずかであると予測される。 

 

Ｃ ＝（Ｃ０×Ｑ０＋Ｃ１×Ｑ１）／（Ｑ０＋Ｑ１） 

 

ここで、Ｃ：濁水流入後の河川の浮遊物質量（mg/l）  

Ｃ０：濁水流入前の河川の浮遊物質量（mg/l） 

Ｃ１：計画地から発生する濁水濃度（mg/l）  

Ｑ０：濁水流入前の河川の流量（m3/s） 

Ｑ１：降雨時に計画地から発生する濁水量（m3/s） 

 

表 10-6-13 笹子川（地点 A6）の浮遊物質量の予測結果 

項  目 濁水流入前 
計画地からの 

濁水 

濁水流入後 

（予測結果） 

増加率 

（％） 

浮遊物質量 

[mg/l] 
1.000 16.52 1.081 8.08 

 

7) 環境保全措置 

事業計画にあたっての環境保全措置は表 10-6-14に示すとおりである。切土工等又

は既存の工作物の除去工事に伴う降雨時の濁水については、表に示す環境保全措置を

実施することによって影響は低減される。 
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表 10-6-14 環境保全措置 

 

8) 評価方法 

① 回避・低減の観点 

評価の方法は、現況調査及び予測結果並びに環境保全措置の内容を踏まえ、切土

工等又は既存の工作物の除去工事に伴う降雨時の濁水の影響が事業者により実行可

能な範囲で回避または低減されるかどうかを明らかにした。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

環境保全に関する基準又は目標との間に整合が図られるかどうかを明らかにした。

設定した基準・目標は、表 10-6-15に示すとおりである。但し、降雨時の濁水の影

響については基準が定められていないため、現況の公共用水域の浮遊物質量に大き

な変化を与えないことを目標とするほか、水質汚濁に係る環境基準、水質汚濁防止

法、農業用水基準及び水産用水基準との比較を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全措置 環境保全措置の内容 効果 
効果の種類 

回避 低減 代償 

工事区域の区分け 

工事期間中においては、計画地を

工区分けし、造成中の面積を極力最

小限にすることにより、浮遊物質量

の発生を低減する。 

浮遊物質量の発

生低減 
 ◯  

仮設沈砂池の適切な規模設定 

仮設沈砂池については、75m3以上

の容量とすることにより、浮遊物質

量の河川への増加率を 10％以内に

抑える。 

浮遊物質量の発

生低減 
 ◯  

仮設沈砂池の点検・管理 

 仮設沈砂池の点検・管理を行い、

堆積した土砂等は適宜除去するこ

とにより、浮遊物質量の発生を低減

する。 

浮遊物質量の発

生低減 
 ◯  

強雨時の対応 

強い降雨が予想される場合は、濁

水の発生源になるような裸地には

シート等を被覆し土壌の流出を極

力最小限にすることにより、浮遊物

質量の発生を低減する。 

浮遊物質量の発

生低減 
 ◯  



10-6-21 

表 10-6-15 切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う降雨時の濁水に係る整合

を図るべき基準・目標等 

項     目 整合を図るべき基準・目標等 

切土工等又は既存の工作物の除去工

事に伴う降雨時の河川の浮遊物質量 

現況の公共用水域の浮遊物質量に大きな変化を

与えないこと 

 

・水質汚濁に係る環境基準（生活環境の保全に関

する環境基準：河川 A類型）：25 mg/l以下 

・水質汚濁防止法（山梨県生活環境の保全に関す

る条例第 20条関係特別規制基準）：50 mg/l以下 

・農林水産省 農業用水基準：100 mg/l以下 

・日本水産資源保護協会 水産用水基準：25 mg/l

以下 

 

9) 評価結果 

① 回避・低減の観点 

切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う降雨時の濁水の影響については、環

境保全措置を講じることにより、周辺への影響の低減に努める。 

以上のことから、切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う降雨時の濁水の影

響は、事業者により実行可能な範囲内で低減される。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

濁水流入後の浮遊物質量は 1.081mg/l、仮設沈砂池出口における濁水の浮遊物質

量についても 16.52 mg/lであり、この濃度は、整合を図るべき基準・目標等のいず

れの基準も満足していた。 

また、本調査の予測条件は、降雨時よりも流量及び浮遊物質量が低いと考えられ

る非降雨時の河川に発電所からの降雨による濁水が流入する河川状況を対象とした

が、浮遊物質量の増加率は10％以下（8.08％）とわずかであった。さらに、降雨時

において浮遊物質量及び流量が増加した河川に対する影響を想定した場合では、当

事業による増加率は更に軽微になることが予測され現況の公共用水域の浮遊物質量

に大きな変化は及ぼさない。 

その他、環境保全措置を講じることにより、現況の河川の浮遊物質量には大きな

変化を与えないことが予測される。 

以上のことから、環境保全に関する基準又は目標との間に整合が図られる。 
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10-6-3 切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う水底の底質への影響 

(1) 調査結果 

1) 現地調査 

① 現地調査期日 

調査期日は表 10-6-16に示すとおりである。 

 

表 10-6-16 底質の現地調査期日 

 

 

 

 

 

② 底質の状況 

調査地点は、「9-6 水質汚濁」の図 9-6-1～2 に、調査結果は、表 10-6-17 に示

すとおりである。 

 

表 10-6-17 底質現地調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 予測及び評価の結果 

1) 予測項目 

予測項目は、公共水域の水底の底質における以下の項目とした。 

水素イオン濃度（pH）、含水率、強熱減量、全窒素（T-N）、全リン（T-P） 

 

2) 予測方法 

切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う水底の底質への影響について、配慮事

項を明らかにすることにより定性的に予測した。 

 

3) 予測地域・予測地点 

予測地域は、発電所からの工事による排出水が笹子川に流入した直後の A6の地点と

した。 

A1： A2： A3： A4： A5： A6：

笹子川/船橋沢 笹子川/A沢 笹子川/A沢 笹子川/大鹿川

合流後 合流点上流 合流点下流 合流前

水素イオン濃度 － 7.4 7.7 7.4 7.5 7.2 7.5 －

含水率 ％ 21.7 22.2 21.5 21.2 22.7 21.5 －

強熱減量 ％ 3.4 2.8 2.2 2.2 2.4 2.2 0.1

全窒素 mg/g 0.58 0.32 0.19 0.26 0.17 0.23 0.05

全リン mg/g 0.12 0.12 0.21 0.17 0.17 0.14 0.05

調査項目 単位

地　　　点　　　名

定量下限

A沢 B沢

調査項目 調査期日

公共用水域水質
公共用水域底質

平成24年8月4日～5日
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4) 予測対象時期 

予測対象時期は、工事中とした。 

 

5) 予測結果 

本事業における工事の実施については、全窒素（T-N）、全リン（T-P）に係る物質や

有害物質の持ち込み及び使用がないこと、また、切土工等又は既存の工作物の除去工

事に伴い発生する汚泥は、仮設沈砂池等による処理ののち必要に応じて沈殿・濾過・

中和処理等を行い適正に処理をするため、水底の底質への影響はないと予測される。 

 

6) 環境保全措置 

事業計画にあたっての環境保全措置は表 10-6-18に示すとおりである。切土工等又

は既存の工作物の除去工事に伴う水底の底質については、表に示す環境保全措置を実

施することによって影響は低減される。 

 

表 10-6-18 環境保全措置 

 

7) 評価方法 

① 回避・低減の観点 

評価の方法は、現況調査及び予測結果並びに環境保全措置の内容を踏まえ、切土

工等又は既存の工作物の除去工事に伴う水底の底質への影響が事業者により実行可

能な範囲で回避または低減されるかどうかを明らかにした。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

環境保全に関する基準又は目標との間に整合が図られるかどうかを明らかにした。

設定した基準・目標は、表 10-6-19に示すとおりである。但し、水底の底質につい

環境保全措置 環境保全措置の内容 効果 
効果の種類 

回避 低減 代償 

全窒素（T-N）、全リン（T-P）

に係る物質や有害物質の持ち

込み及び使用をしない 

全窒素（T-N）、全リン（T-P）に

係る物質や有害物質の持ち込み及

び使用をしないことにより、浮遊物

質量の発生を低減する。 

全窒素（T-N）、

全リン（T-P）の

発生低減 

 ◯  

発生する汚泥の適切な処理 

工事に伴い発生する汚泥は、仮設

沈砂池等による処理ののち必要に

応じて沈殿・濾過・中和処理等を行

い適正な処理を実施することによ

り、水底の底質への影響を低減す

る。 

現況の水底の底

質への影響低減 
 ◯  

河川の見回り・清掃 

 定期的に河川の見回り・清掃を行

い、有害物質に起因する要因を事前

に撤去することにより、水底の底質

への影響を低減する。 

有害物質の発生

低減 
 ◯  
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ては基準が定められていないため、現況の水底の底質に大きな変化を与えないこと

を目標とした。 

 

表 10-6-19 切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う 

水底の底質に係る整合を図るべき基準・目標等 

項     目 整合を図るべき基準・目標等 

切土工等又は既存の工作物の除去工

事に伴う水底の底質 
現況の水底の底質に著しい影響を与えないこと 

 

8) 評価結果 

① 回避・低減の観点 

切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う水底の底質への影響については、環

境保全措置を講じることにより、周辺への影響の低減に努める。 

以上のことから、切土工等又は既存の工作物の除去工事に伴う水底の底質への影

響は、事業者により実行可能な範囲内で低減される。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

環境保全措置を講じることにより、現況の水底の底質には著しい影響を与えない

ことが予測される。 

以上のことから、環境保全に関する基準又は目標との間に整合が図られる。 
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調査項目 調査期日

河川の水象

平成24年8月4日～5日（夏季）
平成24年10月24日（秋季）
平成25年1月25日（冬季）
平成25年4月17日（春季）

10-7 水象 

10-7-1 発電所の稼働に伴う河川の水象への影響 

(1) 調査結果 

1) 現地調査 

① 現地調査期日 

調査期日は表 10-7-1 に示すとおりである。 

 

表 10-7-1 現地調査期日 

 

 

 

 

 

 

② 水象の状況 

調査地点は、「9-6 水質汚濁」の図9-6-1～2に、調査結果は表10-7-2、図10-7-1(1)

～(2)に、河川断面の状況は図 10-7-2(1)～(6)に、調査地点の写真は写真 10-7-1(1)

～(6)に示すとおりである。 

A 沢の流量は 0.0005～0.0033 m3/s(43.2～285.1 m3/日)であり、発電所用水とし

て取水予定の 36 m3/日は、その範囲以下に十分に収まる水量であった。 
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単位：m
3
/s

 平成24年  平成24年  平成25年  平成25年

      8月5日     10月24日      1月25日      4月17日

A1

(A沢)
0.0033 0.0008 0.0005 0.0010

A2

(B沢)
0.0021 0.0012 0.0001 0.0013

A3

(笹子川/船橋沢合流後)
0.3088 0.2794 0.1533 0.3765

A4

(笹子川/A沢合流点上流)
0.5033 0.4796 0.2877 0.5380

A5

(笹子川/A沢合流点下流)
0.4470 0.4428 0.2490 0.6013

A6

(笹子川/大鹿川合流前)
0.6204 0.6509 0.3296 0.6009

調査地点

表 10-7-2 水象現地調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-7-1(1) 季節変動（A1、A2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 10-7-1(2) 季節変動（A3、A4、A5、A6）
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 調査地点：A1(A沢)  

 

 

 

 

 

縦軸：水深（m） 横軸：左岸からの川幅（m） 

図 10-7-2(1) 河川断面 

平成24年8月5日 

平成24年10月24日 

平成25年 1月25日 

平成25年4月 17日 

青色部分：河川 
灰色部分：地盤 
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調査地点：A2(B沢) 

 

 

 

 

 

縦軸：水深（m） 横軸：左岸からの川幅（m） 

図 10-7-2(2) 河川断面 

平成24年8月5日 

平成24年10月24日 

平成25年 1月25日 

平成25年4月 17日 

青色部分：河川 
灰色部分：地盤 
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調査地点：A3(笹子川/船橋沢合流後)  

 

 

 

 

 

縦軸：水深（m） 横軸：左岸からの川幅（m） 

図 10-7-2(3) 河川断面 

平成24年8月5日 

平成24年10月24日 

平成25年 1月25日 

平成25年4月 17日 

青色部分：河川 
灰色部分：地盤 
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調査地点：A4(笹子川/A沢合流点上流) 

 

 

 

 

 

縦軸：水深（m） 横軸：左岸からの川幅（m） 

図 10-7-2(4) 河川断面 

平成24年8月5日 

平成24年10月24日 

平成25年 1月25日 

平成25年4月 17日 

青色部分：河川 
灰色部分：地盤 
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調査地点：A5(笹子川/A沢合流点下流) 

 

 

 

 

 

縦軸：水深（m） 横軸：左岸からの川幅（m） 

図 10-7-2(5) 河川断面 

平成24年8月5日 

平成24年10月24日 

平成25年 1月25日 

平成25年4月 17日 

青色部分：河川 
灰色部分：地盤 
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調査地点：A6(笹子川/大鹿川合流前) 

 

 

 

 

 

縦軸：水深（m） 横軸：左岸からの川幅（m） 

図 10-7-2(6) 河川断面 

平成24年8月5日 

平成24年10月24日 

平成25年 1月25日 

平成25年4月 17日 

青色部分：河川 
灰色部分：地盤 
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写真 10-7-1(1)  A1測定地点（上流から下流に向けて撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10-7-1(2)  A2測定地点（下流から上流に向けて撮影） 

※黄色矢印は測定断面            撮影日：平成24年 10月24日 

※黄色矢印は測定断面            撮影日：平成24年 10月24日 
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写真 10-7-1(3)  A3測定地点（上流から下流に向けて撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10-7-1(4)  A4測定地点（上流から下流に向けて撮影） 

※黄色矢印は測定断面            撮影日：平成24年 10月24日 

※黄色矢印は測定断面            撮影日：平成24年 10月24日 
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写真 10-7-1(5)  A5測定地点（上流から下流に向けて撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10-7-1(6)  A6測定地点（上流から下流に向けて撮影） 

※黄色矢印は測定断面            撮影日：平成24年 10月24日 

※黄色矢印は測定断面            撮影日：平成24年 10月24日 
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(2) 予測及び評価の結果 

1) 予測項目 

発電所の稼働に伴う排出水により、笹子川の流量に影響を及ぼすことが考えられる

ため、予測項目は、公共用水域における流量の項目とした。 

 

2) 予測方法 

予測方法は、現況流量に発電所からの排出水の流量を加算することにより予測地点

における予測値及び増加割合を求めるものとする。河川断面への影響については、配

慮事項及び予測流量を明らかにすることにより定性的に予測した。 

 

3) 予測地域・予測地点 

予測地域は、発電所からの排出水が笹子川に流入する場所から下流側にあたる A5

及び A6の地点とした。排水放流地点は、「1-4-2 事業の内容  図 1-4-7」 に示

したとおりである。 

 

4) 予測対象時期 

発電所の稼働が定常状態（試運転後 3ヶ月目）となる時期とした。 

 

5) 予測条件 

① 排出水の排水量 

発電所から排出される排出水の流量は、事業計画に基づき 28.8 [m3/日]

（0.0003m3/s）と設定した。 

 

② 笹子川の流量 

排出水の流入する笹子川の流量は、現地調査結果のうち排出水流入点の下流側に

あたる A5及び A6の流量とし、表 10-7-3(1)～(2)に示すとおりである。 

 

表 10-7-3(1) 笹子川（地点A5）の流量 

季   節 流量 [m3/s] 

春季 0.4470 

夏季 0.4428 

秋季 0.2490 

冬季 0.6013 
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表 10-7-3(2) 笹子川（地点 A6）の流量 

季   節 流量 [m3/s] 

春季 0.6204 

夏季 0.6509 

秋季 0.3276 

冬季 0.6009 

 

6) 予測結果 

予測条件に基づき予測した結果は、表 10-7-4(1)～(2)に示すとおりである。 

現況調査を実施したA5及び A6地点に排出水を加えた流量の増加率は全季節におい

て0.05～0.13％であり現況とほぼ変わらないことが予測される。 

 

表 10-7-4(1) 笹子川（地点A5）における流量の予測結果 

季   節 
現況流量  

[m3/s] 

発電所排出水 

[m3/s] 

予測流量  

[m3/s] 
増加率[％] 

春季 0.4470 0.0003 0.4473 0.07 

夏季 0.4428 0.0003 0.4431 0.08 

秋季 0.2490 0.0003 0.2493 0.13 

冬季 0.6013 0.0003 0.6016 0.06 

 

表 10-7-4(2) 笹子川（地点 A6）における流量の予測結果 

季   節 
現況流量  

[m3/s] 

発電所排出水 

[m3/s] 

予測流量  

[m3/s] 
増加率[％] 

春季 0.6204 0.0003 0.6207 0.05 

夏季 0.6509 0.0003 0.6512 0.05 

秋季 0.3276 0.0003 0.3279 0.10 

冬季 0.6009 0.0003 0.6012 0.06 

 

7) 環境保全措置 

事業計画にあたっての環境保全措置は表 10-7-5に示すとおりである。発電所の稼働

に伴う河川の水象については、表に示す環境保全措置を実施することによって影響は

低減される。 
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表 10-7-5 環境保全措置 

 

8) 評価方法 

① 回避・低減の観点 

評価の方法は、現況調査及び予測結果並びに環境保全措置の内容を踏まえ、発電

所の稼働に伴う河川の水象への影響が事業者により実行可能な範囲で回避または低

減されるかどうかを明らかにした。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

環境保全に関する基準又は目標との間に整合が図られるかどうかを明らかにした。

設定した基準・目標は、表 10-7-6に示すとおりである。但し、河川の流量について

は基準が定められていないため、現況流量に大きな変化を与えないことを目標とし

た。 

 

表 10-7-6 発電所の稼働に伴う河川の流量に係る整合を図るべき基準・目標等 

項     目 整合を図るべき基準・目標等 

発電所の稼働に伴う河川の流量 現況流量に著しい影響を与えないこと 

 

9) 評価結果 

① 回避・低減の観点 

発電所の稼働に伴う河川の水象への影響については、環境保全措置を講じること

により、周辺への影響の低減に努める。 

以上のことから、発電所の稼働に伴う河川の水象への影響は、事業者により実行

可能な範囲内で低減される。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

予測結果から現況調査を実施したA5及び A6地点に排出水を加えた流量の増加率

は全季節において 0.05～0.13％であり現況とほぼ変わらないことが予測されたた

め、河川断面に与える影響もないと予測される。 

以上のことから、環境保全に関する基準又は目標との間に整合が図られる。 

環境保全措置 環境保全措置の内容 効果 
効果の種類 

回避 低減 代償 

排水槽での流量調整 

排水の放流については、排水槽に

より流量調整を行い、最大 1.2 m3/

時の定量定期の放流をすることに

より、集中的な放流による流量の増

加を防止する。 

集中的な放流に

よる流量の増加

の低減 

 ◯  
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調査項目 調査期日

地質調査 平成23年4月12日～18日

揚水試験 平成23年5月16日～7月20日

地下水位
平成24年7月12日、8月7・17日、10月24日
平成25年2月4日、3月1日、4月7日、8月7日

10-7-2 発電所の稼働に伴う地下水の水象への影響 

(1) 調査結果 

1) 現地調査 

① 現地調査期日 

調査期日は表 10-7-7 に示すとおりである。 

 

表 10-7-7 現地調査期日 

 

 

 

 

 

 

 

② 地質の状況 

計画地内の4箇所で行った深度 11～15m のボーリングで、5層の地層区分が確認

された。調査地点は、「9-7 水象」の図 9-7-1に、地層断面図は図 10-7-3に示すと

おりである。 

表層の 1～3mは粘土質盛土層（Bs-c）が分布しており、N値 4程度の軟質な粘性

土の盛土であった。その下には砂礫盛土（BS-g）が厚く分布していた。分布深度は

比較的深く最大 10m までであった。これは粘土分を混入する不均質な礫質土で、N

値は4～34と締まり具合に非常にばらつきがみられた。盛土下には 1～2m程度の層

厚で、山側の一部に N値4の軟質な粘性土層（Ac）、敷地中央から川側には N値50

の密な砂礫層（Ag）が広く分布していた。最深部（深度約8～11m以深）には岩盤の

頁岩（Sh）が分布していた。風化しているものの N値は94～300以上であった。 

支持基盤としての良質な支持層は、N値50以上の砂礫層（Ag）及び N値94～300

以上の頁岩（Sh）である。支持層の分布深度は 6～10ｍ以深である。 

調査時の水位状況としては、計画地中央付近から川側において深度 9m付近に泥水

位が確認されたため、少なくとも N値の低い地層である砂礫盛土層（BS-g）に自然

水位は無いものと考えられる。そのため、液状化の可能性についても、ほぼ無いと

考えられる。 
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図 10-7-3 推定地層断面図 

 

③ 地下水位の状況 

ｱ. 揚水試験の結果 

発電所用水として取水予定の井戸（ボーリング地点 No.A付近）について揚水試

験による現地調査を行った。 

調査地点は、「9-6 水質汚濁」の図 9-6-1～2に、試験結果概要は図 10-7-4～5

に、試験結果一覧は表 10-7-8に示すとおりである。揚水開始前の自然水位は地表

面-9.04mで、連続揚水開始から24時間後の水位降下量は30.48m、比湧水量は0.98 

ｌ/分/m、揚水量は 30 ｌ/分（43.2 m3/日）であった。水位に関しては揚水開始

から 90 分までは徐々に低下し、その後、地表面-39m 前後でほぼ安定状態となっ

た。回復試験での水位降下量は、ポンプ停止直後から約40分後には0.07mであり、

210分後には 0.01mとほぼ揚水前の水位まで回復した。 
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注）礫混じりローム層（砂礫盛土層） 

泥岩（頁岩） 

図 10-7-4 さく井柱状図
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図 10-7-5 連続揚水試験 水位降下量-経過時間関係図 

 

表 10-7-8 連続揚水試験結果一覧 

 揚水量 

(l/分) 

動水位/ 

回復水位(m) 

水位降下量/ 

残留水位 

降下量(m) 

比湧水量 

(l/分/m) 

試験時間 

(分) 

連続揚水試験 30 39.52 30.48 0.98 1440 

回復試験 -  9.04  0.00 - 1440 

注)  動水位及び水位降下量は各試験終了時の測定値 

揚水量：地下水を単位時間あたりに汲み上げる量 

動水位：揚水中の水位 

回復水位：回復試験において回復した水位 

水位降下量：水位が実際に降下した量（動水位から回復水位を差し引いた値） 

残留水位降下量：揚水試験開始時の初期水位との水位差 

比湧水量：単位水位あたりの湧水量（揚水量を水位降下量で除した値） 

 

ｲ. 地下水位測定の結果 

地下水位の調査地点は、「9-6 水質汚濁」の図 9-6-1～2 に、調査結果は表

10-7-9に示すとおりである。地表からの地下水位は地表面-9.00～9.15mであり、

年間を通じて安定した値であった。 
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表 10-7-9 地下水位調査結果 

 

 

 

 

 

(2) 予測及び評価の結果 

1) 予測項目 

予測項目は、発電所の稼働に伴う地下水の水象への影響とした。 

 

2) 予測方法 

予測方法は、事業計画に基づく定性的な予測を行うこととした。 

 

3) 予測地域・予測地点 

予測地域は、計画地及び周辺地域の地下水とした。 

 

4) 予測対象時期 

発電所の稼働が定常状態（試運転後 3ヶ月目）となる時期とした。 

 

5) 予測条件 

 発電所用水としての井戸からの取水は事業計画に基づき、36 m3/日と設定した。 

 

6) 予測結果 

井戸の地下水位は年間を通じて安定しており、発電所用水として取水予定の 36 m3/

日は、揚水試験結果の揚水量である43.2 m3/日の範囲内に十分に収まる水量である。 

水位状況については、地質調査で N値の低い砂礫盛土層（BS-g）に自然水位はない

ものと予測され、揚水試験において地表面-39m前後で水位が安定していることや、地

表面-56m付近で粘土の層があり、その上部で豊富な水量があったことから、基板地質

にあたる N値94～300以上の頁岩（Sh）の岩盤が分布している層の中の地表面-39mか

ら-56m付近に地下水脈があるものと予測される。 

杭基礎工事は、支持層である頁岩（Sh）へ達するよう地表面-6～10ｍ以深に施すこ

とになるが、地下水脈があると予測される地表面-39m から-56m 程にまで深く工事す

ることはない。参考資料「大深度地下利用技術指針・同解説」* 

以上のことから、地下水への影響はないと予測される。 

 

*出典：国土交通省 HP「大深度地下利用技術指針・同解説」平成 13年 6月 

平成24年 平成24年 平成24年 平成24年 平成25年 平成25年 平成25年 平成25年

7月12日 8月7日 8月17日 10月24日 2月4日 3月1日 4月7日 8月7日

― 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ

m -9.04 -9.03 -9.03 -9.04 -9.05 -9.04 -9.00 -9.15

調査項目 単位

天候

地表面からの
水位
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7) 環境保全措置 

本事業では、発電所の稼働に伴う地下水の水象への直接的な改変は行われないこと

から、環境保全措置は講じない。 

 

8) 評価方法 

① 回避・低減の観点 

事業者により実行可能な範囲内で回避または低減されるかどうかを明らかにし

た。 

 

9) 評価結果 

① 回避・低減の観点 

本事業では、発電所の稼働に伴う地下水の水象への影響は存在しないため、事業

に伴う著しい環境影響を及ぼすことはない。 

以上のことから、発電所の稼働に伴う地下水の水象への影響は事業者により回避

される。 
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10-8 地盤沈下 

10-8-1 発電所の稼働に伴う地盤沈下への影響 

(1) 調査結果 

1) 現地調査 

① 現地調査期日 

調査期日は表 10-8-1に示すとおりである。 

 

表 10-8-1 現地調査期日 

 

 

 

 

 

 

 

② 地質の状況 

地質の状況については、「10-7-2 発電所の稼働に伴う地下水の水象への影響  

② 地質の状況」に示したとおりである。 

 

③ 地下水位の状況 

地下水位の状況については、「10-7-2 発電所の稼働に伴う地下水の水象への影響  

③ 地下の状況」に示したとおりである。 

 

(2) 予測及び評価の結果 

1) 予測項目 

予測項目は、発電所の稼働に伴う地盤沈下への影響とした。 

 

2) 予測方法 

予測方法は、事業計画に基づく定性的な予測を行うこととした。 

 

3) 予測地域・予測地点 

予測地域は、計画地の周辺地域とした。 

 

4) 予測対象時期 

発電所の稼働が定常状態（試運転後 3ヶ月目）となる時期とした。 

 

調査項目 調査期日

地質調査 平成23年4月12日～18日

揚水試験 平成23年5月16日～7月20日

地下水位
平成24年7月12日、8月7・17日、10月24日
平成25年2月4日、3月1日、4月7日、8月7日
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5) 予測条件 

 発電所用水としての取水は事業計画に基づき、井戸から36 m3/日、A沢から36 m3/

日と設定した。 

 

6) 予測結果 

井戸の地下水位は年間を通じて安定しており、発電所用水として取水予定の36 m3/

日は、揚水試験結果の揚水量である 43.2 m3/日の範囲内に十分に収まる水量である。 

水位状況については、地質調査で N値の低い砂礫盛土層（BS-g）に自然水位はない

ものと予測され、揚水試験において地表面-39m前後で水位が安定していることや、地

表面-56m付近で粘土の層があり、その上部で豊富な水量があったことから、基板地質

にあたる N値 94～300以上の頁岩（Sh）の岩盤が分布している層の中の地表面-39mか

ら-56m付近に地下水脈があるものと予測される。 

 

7) 環境保全措置 

事業計画にあたっての環境保全措置は表 10-8-2に示すとおりである。発電所の稼働

に伴う地盤沈下については、表に示す環境保全措置を実施することによって影響は低

減される。 

 

表 10-8-2 環境保全措置 

 

8) 評価方法 

① 回避・低減の観点 

評価の方法は、現況調査及び予測結果並びに環境保全措置の内容を踏まえ、発電

所の稼働に伴う地盤沈下の影響が事業者により実行可能な範囲で回避または低減

されるかどうかを明らかにした。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

予測結果に基づき、設定した基準・目標等と整合が図られるかどうかを明らかに

環境保全措置 環境保全措置の内容 効果 
効果の種類 

回避 低減 代償 

揚水量の調整 

発電所用水としての井戸からの

取水は、事業計画に基づき揚水試験

結果の揚水量43.2 m3/日の範囲内で

ある36 m3/日にすることにより、過

剰な地下水の揚水を低減する。 

過剰な地下水揚

水の低減 

 

◯ 

 

取水する地層の選定 

地層状況を踏まえ、地盤沈下の可

能性のある層や地表近くを避け、頁

岩（Sh）の層から取水することによ

り、地盤への影響を低減する。 

地盤への影響の

低減 
 ◯  
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した。設定した基準・目標は、表 10-8-3に示すとおりである。但し、地盤沈下につ

いては基準が定められていないため、現況地盤に大きな変化を与えないことを目標

とした。 

 

表 10-8-3 発電所の稼働に伴う地盤沈下に係る整合を図るべき基準・目標等 

項     目 整合を図るべき基準・目標等 

発電所の稼働に伴う地盤沈下 地盤沈下に伴う周辺住民の生活環境に著しい影響を与えないこと 

 

9) 評価結果 

① 回避・低減の観点 

発電所の稼働に伴う地盤沈下への影響については、環境保全措置を講じることに

より、周辺への影響の低減に努める。 

なお、基盤地質にあたる頁岩（Sh）は N値が 94～300以上であるため地盤沈下へ

の影響が無いと予測される層であり、「4-1-5 地形及び地質  3) 地質」に示し

たとおり、河川部分を除いた周辺地域は、計画地と同じ基盤地質の粘板岩、千枚岩、

頁岩からなる春気川累層であることから、周辺地域においても地盤沈下への影響は

無いと予測される。 

以上のことから、発電所の稼働に伴う地盤沈下への影響は、事業者により実行可

能な範囲内で低減される。 

 

② 基準・目標等との整合の観点 

環境保全措置を講じることにより地盤沈下への影響はなく、地盤沈下に伴う周辺

住民の生活環境に著しい影響を与えないことが予測されるため、環境保全に関する

基準又は目標との間に整合が図られる。
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